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１.まえがき 

私達は今回の課題研究で水工のイメージアップ

を目指し、資料を作成しモニターに映すことにし

た。 

デジタルサイネージで水工のイメージアップを 

図ろうとしたきっかけは、先生の提案を受けて水

工の印象を良くする資料を作りたいと思ったから

である。 

研究に使ったノートパソコンは株式会社アステ

ア様から頂いたものを、モニターは株式会社共和

工業所様から頂いたものを使用した。（写真１, 

写真２） 

ノートパソコンとモニターを貰った経緯は、 

株式会社共和工業所様の SDGs(SUSTAINABLE 

DEVELOPMENT GOALS)私募債「地域応援型」

事業の一環で、寄贈いただいた。（写真３） 

 SDGs募債「地域応援型」とは SDGsに関連し

た地域社会への貢献を目的として、私募債発行企

業からいただく手数料の一部で備品などを購入し、

私募債発行企業が指定するSDGsに関連する先へ

当行と発行企業連名にて寄贈する私募債のことで

ある。 

 

 

         写真１ パソコン 

 

 

       写真２ モニター 



写真３ デジタルサイネージ贈呈式 

 

２.原理 

 デジタルサイネージとは屋外・店頭・公共空間 

 交通機関など、あらゆる場所で、ディスプレイ 

 などの電子的な表示機器を使って情報を発信す  

るメディアを総称するものである。 

 Power point と excel を使って作った資料をノ

ートパソコンに保存し、その資料をモニターに

映した。（写真４） 

   

写真４ モニター接続の様子 

３.研究内容 

 最初に資格や部活動などの水工の詳細な情報を

まとめた資料を作った。画像は全て水工HPに

あるものを使用した。水工に初めて来る人にも

分かりやすいように地図などの資料も作った。 

(1) 資料の作成 

資料は Power pointで作成した。 

資料は学校内での活動の写真や学校の地図

（写真５）を使用して、モニターに映す資料を

作成した。 

各科の写真は先生に用意して貰った。 

 

        写真５ 学校の案内図 

 

(2) Excelの自動化 

Excelに年間の行事予定を入力し、月ごとにそ

の月にある行事を自動的にモニターに表示す

るプログラムを作った。プログラムはExcelマ



クロを使って自動化した。(写真６) 

 

写真６ Excelの実際の画面 

(3) モニターとパソコンの接続 

モニターとパソコンはワイヤレスディスプレ

イアダプターを使い、無線通信で繋いだ。 

パソコンの画面をモニターに映す際には

UWSCというソフトを使った。 

 

４.まとめ 

   今回初めてのデジタルサイネージだったが、 

それなりに良いものが作れたと思う。 

   モニターに映す資料はそれぞれ項目を分けて 

作っていったため、効率よく資料を作ること 

   計画通りに作業を進めることが出来、Word 

や PowerPointを作る時間を多く確保することが 

出来たためゆとりを持って作業することが出来た。 

 

５.あとがき 

私は初めてデジタルサイネージに映す資料を作

ったが、見る人に分かりやすく資料を作るのは想

像以上に難しかった。 

最初は何をすればいいか分からず、作業の進み

が遅かったが、後半はみんなで協力して作業を進

める事ができて良かった。 

このデジタルサイネージは一人では絶対完成出

来なかったと思うから、人と力を合わせて何かを

することはとても大切だと思った。 

（岩佐） 

 

まず、予定を組んで、ゆっくりやっていった。

すぐ終わるかなと思って、ゆっくりやっていった

けど、最後発表にための原稿づくりに時間がかか

っているので間に合うか少し不安なところがあっ

た。 

最初は、ワードで学校紹介の内容を作った。学

校の来てくれた人にとって何の情報が必要か、何

が学校の PR になるか考え、見やすいものを作っ

た。デジタルサイネージを作るのは初めての経験

で、いい経験になった。 

（植田） 

 

デジタルサイネージがどういう物なのかも分か

らないままのスタートだったが皆で案を出し合い

ながら進めていった。途中からはそれぞれで役割

を分担して複数の作業を同時進行していったので

作業を円滑に進めることが出来たと思う。 

案がなかなか思いつかない時や、思いついたと

しても実現させるのが難しくて思いのほか時間が

かかってしまっていたので、自分たちが再現出来

るかどうかを早めの段階で取捨選択していれば期

限ギリギリにならずに済んだと思った。 

（辻） 



最初はデジタルサイネージの原稿を作成するの

は簡単だと思っていたけど、やっていくうちに、 

Excel との連携などの自分が知らない機能などを

使わないといけないことが増えてきて大変だった

けど、新たな知識をいっぱい得ることができたの

でよかった。 

（兵江） 

 

イメージアップ班でデジタルサイネージを作成

してみて、駅にあるデジタルサイネージがどのよ

うに作成されているかを今回の課題研究で知るこ

とができた。最初は、何をしたらいいのか分から

ず不安だったけど班の皆と協力し、デジタルサイ

ネージを完成させることができた。この課題研究

から改めて協力の大切さを知った。 

（村上） 

 

デジタルサイネージを作成するにあたり、だれ

が見るのか、その人の求める情報とは何かを考え

ることの重要さを感じた。デジタルサイネージの

情報は PowerPoint を使いイ作成していたため、

使い慣れていて作りやすかったように思う。だが、

使い慣れている分余計に見る人は読みやすいのか、

求めている情報なのか、ほかに何か工夫すること

はないのか考えていたため、時間がかかっていた

が班員とうまく協力して作業することができてい

た。 

私は、情報を作る他に取扱説明書の作成をして

いたが、読み手が読みやすいもの作るのに苦労し

た。様々な苦労はあったが無事に完成したためよ

かった。 

（毛利） 

 


